
　「独立行政法人 国立病院機構 さいがた医療センター」

さいがたセミナーのご案内

講演テーマ　講演「パーキンソン病の診断と治療」
講師　　　　国立病院機構さいがた医療センター　院長　下村　登規夫

◎日時・会場　2021年 11月 19日（金）15：00～　　
　　　　　　　国立病院機構さいがた医療センター　管理棟２階講堂

どなたでも参加できます。
どうぞふるってご参加ください。

▲研修詳細は
ＱＲコードから
ご確認いただけます

参加無料

暑かった夏が終わり、気がつけば秋風がさわやかな季節になってきました。見渡すかぎ
りの黄金の稲穂が風に揺れています。私が上越に来て4度目の秋を迎えます。季節の移ろ
いを経るたびに、ますますこの豊かな上越の地に対する愛着が深まって参ります。
この四年間、さいがた医療センターの精神科医療を再建すべく、心をこめてがんばって
参りました。日ましに痛感するのは、当院だけの努力では地域の皆さまのお役には立てな
いということです。医療は、医師だけが行うのではありません。看護師やソーシャルワー
カー、心理士や作業療法士などあらゆる職種が連携して診療を行うことで、患者さまに貢
献できます。同様に病院も、地域のさまざまな資源、例えば行政、各種福祉サービス、ケ
アマネージャーや保健師、他の医療機関と連携することではじめて地域医療を支え、地域
の皆さまの役に立てるのだと思います。そのためにはまず、私たちがほかの地域資源をよ
く知る必要があります。これまで地域の医療や福祉を支えてきた皆さまの声に耳をかたむ
け、その上で私たちがどう役に立てるかをお伝えできればと思います。
地域の医療・福祉の一番の主役はクリニックなどの一次診療、そして行政の相談窓口な
ど、地域の皆さまが困ったときに最初にアクセスするポジションの方々です。私たちはそ
ういった地域の支え手の方々が困難にぶつかったときにお役に立てるよう、裏方としてお
支えしたいと思います。
地域の医療福祉機関の皆さま、どうか皆さまの声を私どもにお聞かせください。皆さま
の歩み、信念、地域を守る情熱をお聞かせください。そして地域で困っている方にどんな
支援ができるのか、私たちにもいっしょに考えてさせてください。
私たちはこの豊かな上越の地に生きる方々の暮らしを、地域の守り手の皆さまと連携し
て支援して参ります。
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〈基本理念〉「良い医療を安全に、心をこめて」
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地域とともにあゆむ医療を地域とともにあゆむ医療を
さいがた医療センター副院長　佐久間寛之



さいがた医療センター　地域医療連携室からのお知らせ
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　地域の医療機関や関係機関の皆様との連携を一層深め、受診手続きの
簡素化や双方向の診療情報の迅速な提供など、患者様の意向に沿った
より質の高い地域医療の展開を目指していきます。
　初診や入院、共同利用についてのご相談は、地域医療連携室にお気軽
にお問合せください。

地域医療連携室　連絡先 ＴＥＬ 025－534－6735（直通）
　　　　　　　　　　　 ＦＡＸ 025－534－6851
　　　　　　　　　　　 Ｅ-mail 226-saigata.chiiki@mail.hosp.go.jp
                                  9:00～ 17:00（土日・祝日を除く） 

地域医療連携室ＨＰ

外来担当医表

さいがた医療センターで提供している医療さいがた医療センターで提供している医療

○神経難病センターとして、主にパーキンソン病、脊髄小脳変性症、多系統萎縮
症、筋萎縮性側索硬化症の薬物調整・リハビリテーション目的の入院を受け入れ
ています。
○スピンラザ（ヌシネルセン）を用いた脊髄性筋萎縮症治療を行っています。
○難病デイケアは、身体機能の維持・向上だけではなく、仲間づくりも支援をして
います。
○神経難病医療…空床情報：9月30日現在　10床

脳神経内科

○一人ひとりのQOLの向上を考え、より豊かな生活となるよう環境づくりを行って
います。　
○在宅の重症心身障がい児（者）のショートステイを受け入れています。
○ショートステイ…利用状況：9月延べ　28日

重症心身
障がい児(者)

○頭痛、慢性疲労、睡眠時無呼吸、セカンドオピニオン、脳ドック、ボトックス治療
があります。特殊外来

○MRI（1.5Ｔ）、CT（80列）、RI、脳波・神経伝達装置、超音波検査をご利用いただけます。
　9月実績　　MRI　4件、CT　0件、SPECT　0件

共同利用

当センターでは各診療科の専門性を活かしつつ、全人的医療を提供しています。

精神科 ○新潟県依存症専門医療機関・治療拠点機関として、依存症全般（アルコール、
薬物、ギャンブル、ゲーム・インターネット等）の診療、および認知行動療法、
ヨガ、スポーツ、筋トレ、アロマ、女性プログラムなど様々な治療プログラムを
提供しています。
○精神科急性期医療だけではなく、治療抵抗性統合失調症に対してクロザピンの治
療を行っています。上越地域で唯一クロザピンの使用が認められている医療機関
です。
○修正型電気けいれん療法(ｍＥＣＴ)を行っています。
○精神科デイケア・訪問看護ステーションで地域での暮らしを支援しています。
○クロザピンの治療状況…令和3年9月　　新規6例、累計63例


